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　　　　　　 有 機 性 廃 棄 物 の バ イオ ガ ス 化 を担 う微 生 物 叢

Microbial 　community 　that ｛s　involved　in　biogas　production 　from　organic 　waste
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　近 年 、微 生 物 機 能 を利 用 して バ イオ マ ス を原 料 に、様 々 な エ ネ ル ギ ー物 質 を生 産 する

生 物 学 的 な変 換 技 術 、 す なわ ち発 酵 法 の 開 発 が 各 方 面 で 推 進 され て い る。 メタン 発 酵 は 、

19 世 紀 末 以来 の 長 い 歴 史 を持 つ
一

般 的 な廃 水 ・廃 棄 物 処 理 技 術 の
一

つ で あ る 。 近 年

で は 生 成 するメタン ガ ス を積 極 的 に 利 用 しようとする試 み もな され 、エ ネル 」i　一一物 質 の 生

産 方 法 として も注 目 され て い る 。

　メタン 発 酵 反 応 は 、自然 の 微 生 物 の エ ネル ギ ー代 謝 を利 用 した最 も省 エ ネル ギ ーな 有

機 物 分 解 反 応 で ある 。 高 分 子 固 形 物 の 可 溶 化 、 低 分 子 化 ，揮 発 性 有 機 酸 生 成 ，メタン

生 成 な どの 要 素 反 応 を担 う様 々 な微 生 物 群 が共 存 ，共 生 し て
一

っ の 安 定 な系 を構 築 し

て い ることは 周 知 の 通 りで ある。こ の 有 機 物 か らの メタン ガ ス 生 成 反 応 は い わ ばバ ケツ リレ

ーにも例 えられ るが 、基 本 的 に は 熱 力 学 的 な秩 序 に よっ て 厳 密 に 保 たれ て い る 。

　 筆 者 らは 、有 機 性 廃 棄 物 か ら効 率 的 にメタ ン ガ ス を生 成 す るバ イオ リア クタ
ー

の 開発 を

進 め るとともに 、 メタン 発 酵 バ イオ リア クタ
ー

の 菌 叢 を微 生 物 的 に 特 徴 づ けて きた 。有機 性

廃 棄 物 、とくに 生 ご み 基 質 の メタ ン ガ ス 変 換 に 関与 す る微 生 物 生 態 を理 解 するだ けで なく、

得 られ た 情 報 をもとにした エ ン ジ ニ ア リン グ によるリア クターパ フ ォ
ー

マ ン ス の 向 上 に も挑 戦

して い る 。 本 シ ン ポ ジウム で は 、 こ の うち一 連 の メタ ン 発 酵 反 応 に お ける加 水 分 解 ・酸 生 成

相 の 菌 叢 、メタン 発 酵 反 応 の 中間 代 謝 産 物 、バ イオ リア クタ
ー

の 連 続 運 転 に お け る菌 叢

の 変 遷 、固 定 床 バ イオ リア クタ
ー

に特 徴 的 な菌 叢 な ど に つ い て 得 られ て い る知 見 を紹 介

する 。
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